
環四国サイクリングプロジェクト・オンライン国際交流企画 活動報告 
（令和 2年度愛媛大学国際連携 学生海外短期派遣・受入プログラム支援事業申請事業・愛媛県後援事業） 

【事業概要・目的】 
日本と台湾の学生が共に「自転車」というコンテンツを用いて地域の歴史・文化等に触れるフィールドワークを行い，日台間の

異同等に目を向けつつ，実社会において有用となるグローバルな感覚や，協働を促進するコミュニケーション・リーダーシップのあり
方について実践的に学ぶこと目的とした事業。また，産学官連携事業として，愛媛県が推進する「自転車新文化」を両国の学
生たちが広く発信することも目的の一つとしている。今年で 3 年目を迎える。今回は，COVID-19（新型コロナウイルス感染症）
の感染拡大予防の観点から，初の試みとして，オンラインによる国際交流を企画する。これらのプロジェクトへの参加を通じて，
両国学生間の国を超えた「深いつながり」を築く機会とする。 
【日時・方法】 
＜受入＞ 
令和 2年 8月 30日（日）方法︓オンライン（ZOOM接続による同期型）／自宅等からの接続 
令和 2年 11月 29日（日）方法︓オンライン（ZOOM接続による同期型）／自宅等からの接続 

＜派遣＞ 
令和 2年 12月 23日（水）方法︓オンライン（ZOOM接続による同期型）／自宅等からの接続 

※一部プロジェクト主要メンバーのみ教室から接続
※安全対策として，愛媛大学会場では，健康状況の確認（健康チェック票の記録と確認，当日の体温測定），手指消毒
の徹底，マスクの常時着用，学生間にパーテーション設置，フェイスシールドの使用，飲食禁止などの感染予防策を実施。

【実施体制】 
主催︓愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室，国立高雄科技大学（台湾・国） 
後援︓愛媛県  運営協力︓Kai Works株式会社，B-Shop OCHI株式会社，櫻前線（日本語学校︓台湾） 
協力︓Web マガジン【moburu+】 
学生リーダー︓＜受入＞藤井彩祐美（工学部 2年），サブリーダー︓石丸諒（社会共創学部 2年） 

＜派遣＞石田優華（教育学部 2年），サブリーダー︓望月理博（医学部 1年） 
実施責任担当教員︓仲道雅輝（愛媛大学教育企画室 講師），村田晋也（同 講師），許宏徳（国立高雄科技

大学准教授，愛媛大学客員教授） 
【参加者数】 
＜受入＞合計︓学生 50名（愛媛大学・国立高雄科技大学・櫻前線（日本語学校:台湾）） 

愛媛大学生参加者︓27 名（法文 5 名，教育 7 名，社共 8 名，工学 6 名，農学 1 名） 
国立高雄科技大学生・櫻前線学生参加者 23 名 
教職員関係者︓5 名（うち愛媛大学教職員 3 名，国立高雄科技大学教職員 1 名，愛媛県庁職員 1 名） 

＜派遣＞合計︓学生 46名（愛媛大学・国立高雄科技大学） 
   愛媛大学学生参加者︓27 名（法文 4 名，教育 4 名，社共 10 名，理学 3 名，医学 1 名，工学 5 名）    

　　　　　国立高雄科技大学生参加者︓19 名 
   　　　教職員関係者︓4 名（うち愛媛大学教職員 3 名，国立高雄科技大学教職員 1 名） 
【学習成果】 
受入・派遣プログラムは，コロナ禍により対面でのプログラム開催ができないため，学生によるオンライン国際交流を企画し実

施した。受入企画では，日台の学生が混合チーム（10 チーム）となり，「サイクリング×○○」をテーマとした映像作品を作成
し，YouTube への投稿を行い，再生回数と「いいね」数などを競う「YouTube 動画コンテスト」を開催した。作品制作を通じ
て，次年度開催の対面でのサイクリング交流に向けたオンライン交流をスタートさせた。第１回目は，事前に西条市付近でのサ
イクリング動画・素材等の撮影をもとにした YouTube 動画撮影のポイント・安全な撮影方法や著作権への配慮等をまとめた
サンプル動画を作成し，制作に向けたディスカッションを行った。第 2 回目は，優秀な動画へのオンラインでの参加者投票と表彰



式を実施し，全動画は，11月 8日（サイクリングの日）に一般公開され，再生回数は，1800回以上となった。YouTube
動画に一般の方からのコメントが入るなど，サイクリングの裾野の広がりを感じる機会にもなった。投票の結果，「松山×台湾 地
元巡り散策」チームが最優秀賞となった。また，交流の記念となる LINE スタンプをグループで作成するなど，充実した交流が行
われ，来年の夏には，徳島鳴門うずしお・祖谷サイクリングプロジェクトで会おうと，強く心に誓うイベントとなった。 
派遣企画では，両学生がオンラインで交流し，高雄科技大の日本語学科の学生からは，高雄百周年にあたって高雄の歴

史について，愛媛大学の学生は，食文化，新型コロナ禍で流行した「アマビエ」「鬼滅の刃」，恋愛について紹介の後、ディスカ
ッションを行い，両文化の異同について活発な意見交換がなされた。 

 
 
 
 
 
 
県庁後援申請プレゼンスライド 1       県庁後援申請プレゼンスライド 2       YouTube コンテストの様子 

 
 
 
 
 
 
 

南海放送の取材の様子       オンライン国際交流集合写真（受入） 最優秀動画「松山×台南地元巡り散策」 
 
 
 
 
 
 
 

オンライン交流の様子 1          オンライン交流の様子 2       オンライン国際交流集合写真（派遣） 
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【メディア放映・取材等広報成果】 
令和 2年度 

月日 タイトル等 媒体 広告 
換算額 

受
入 

9月 1日（火） 『愛媛と台湾の大学連携 コロナ影響 「徳島サイクリング延
期－学生ら 60人ネット交流」』 

愛媛新聞︓記事① 
（ 掲 載 許 可 番 号 ︓
d20200901-03） 

30万円 

11月 14日（土） 「自転車をテーマにした企画で台湾の学生とオンライン交流」 
※中国・四国エリアにおいて 3大学掲載（愛媛大学，高知
県立大学，広島経済大学）

旺文社「蛍雪時代」
2020年 12月号︓
記事② 

12万円 

11月 18日（水） 番組︓ひめポン︕ 「愛媛大学 実践でリーダーを育てろ」 
18～19時（6分） 

NHK松山放送局ホームページより視聴 
https://www.nhk.or.jp/matsuyama/himepon/mo
vie/movie_201118-2.html 

NHK松山放送局 360万円 

12月 7日（月） 「国際交流の歴史 ～愛媛と台湾～」愛媛県と台湾との交
流を取り扱う当該番組において，11 月 29 日（日）に実
施した「環四国サイクリング プロジェクトオンライン国際交流」
がコロナ禍における若者同士の国際交流の様子として取り上
げられた。 
22時 54分～57分（3分） 

南海放送 180万円 

派
遣 

12月 23日（水） 「EBC Live News」 ニュース番組内にて，ファシリテーション
とリーダシップ（EFL）科目にて実施しているプロジェクト「高
雄科技大学と愛媛大学のオンライン国際交流企画」 
18時 9分～19時（1分 30秒） 

テレビ愛媛 90万円 

12月 22日（火） 

12月 23日（水） 

NHK のニュース「おはよう日本（地方版）」の『今日・明日の
動き』で放映。ファシリテーションとリーダシップ（EFL）科目に
て実施しているプロジェクト「高雄科技大学と愛媛大学のオン
ライン国際交流企画」の紹介。
・12/22（火）18︓10～（1分）
・12/23（水） 6︓45～（1分）
・12/23（水） 7︓45～（1分）

NHK松山放送局 180万円 

※参考︓広告換算額約 850万円
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